
 

パネリスト：曽根原理（東北大学学術資源研究公開センター史料館助教） 

福原敏男（武蔵大学教授） 

吉村旭輝（和歌山大学紀伊半島価値共創基幹准教授）  

 

 

主催：和歌山大学紀州経済史文化史研究所 

後援：紀州東照宮／和歌祭実行委員会 
定員：50名 

申込：下記お問い合わせの電話およびメールにて受付 

※先着順（シンポジウムは後日、大学公式YouTubeチャンネルにて公開予定） 

※何らかの支援または情報保障が必要な方は、事前に、メールまたは電話にてご連絡く

ださい 。 

概要 

和歌祭は元和 8 年（1622）の創始

以来御三家である紀州徳川家の藩祭

として、また徳川家康を東照大権現とし

て祀った祭礼として、江戸時代は和歌

山城下町民、明治以降は和歌浦の人

びとによって大切に継承されてきました。 

 本年は和歌祭が創始されて 400

年、5 月に四百年式年大祭として盛大

に開催されました。この大きな転機となっ

た大祭を機に、全国的な学術的視点

から振り返ってみたいと思います。 

お問い合わせ 

和歌山大学紀州経済史文化史研究所 

TEL : 073(457)7891／FAX : 073(457)7890 
E-mail : kishuken@ml.wakayama-u.ac.jp 

HP : http://wakayama-u.ac.jp/kisyuken/ 


